
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行 国分寺市環境ひろば 
    国   分   寺   市 

ひろば
国分寺

 

 

第198号 令和７年６月15日 

環
境 

 

東京都環境局及び（公財）東京都環境公社では、国分寺市民の方を優先した、身近な自然とふれあう保

全活動イベント「里山へGO！」を今年も国分寺姿見の池緑地保全地域で開催します。 

国分寺市民のみなさま、市街地に残る貴重な自然を一緒に保全しましょう。是非御参加ください。 

《参加費無料》 

日時：令和７年７月 26日（土）９時 30分～12時 30分 

場所：国分寺姿見の池緑地保全地域 

活動内容：作業(下草刈り・伐木)、植物観察、クラフト（竹水鉄砲） 

募集人数：30名（応募者多数の場合は，抽選となります。） 

対象：国分寺市在住の方優先となります。 

申込方法：「里山へGO！」HPよりお申込みください。     

 

お問合せ先： 
里山へGO！事務局                 姿見の池緑の会 白木昭憲     
Mail: tokyo-satoyama@tokyokankyo.jp     shiraki@way.ocn.ne.jp  
Tel:042-595-7805                    090-6034-4616 
 
 
 
 
 

国分寺市の方、必見！身近な自然とふれあう保全活動イベント「里山へGO！」参加者募集！ 

昨年の里山へGO！の様子 

デザイナーさんとえがこう！みんなに伝わる再エネでんき 

7月の環境ひろば全体会のお知らせ 

７月 13日（日） 10:00～12:00 

市役所会議室 201 定員：15人（先着） 

※小学生以上が対象 

【講師プロフィール】 

木村 覚 （きむら さとる さん）  グラフィックデザイナー 

京都市立芸術大学卒、ロンドン芸術大学修士。日本グラフィックデザイン協会、国際タイポ

グラフィ協会所属。NPO 法人マルイス理事。国分寺市在住。チラシ、ポスター、パンフレッ

ト、パッケージ、Web などいろんなものをデザインします。こくぶんじカレッジのスタッフ

もしています。 

氏名・電話番号または 
メールアドレスを 
申込フォームに入力 

申込方法 （6月 16日（月）から受付開始） 

日時・場所 

ホームページ二次元コード→ 

再生可能エネルギーを学び、分かりやすく絵を使

って、伝える工夫を考えます。絵で伝える楽しさ

や、新たな気づきを見つけよう！ 



国分寺市環境ひろば 

事務局  

国分寺市 まちづくり部 環境経営課 

〒185-8501国分寺市泉町 2–2-18 市役所３階 

 

ＴＥＬ：042－312－8663（直通） 

ＦＡＸ：042－325－1380  

Ｅメール：kankyoukeiei@city.kokubunji.tokyo.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ゼロカーボンシティの実現を目指し、国分寺市役所の新庁舎の電

気は実質再生可能エネルギー100％（実質再エネ）が導入されまし

た。 

そこで、今回は「実質再エネ」をテーマにフリートークを行いました。 

再エネは CO2削減に効果的です。しかしながら、送電線から送ら

れる電気は再エネとそれ以外で発電された電気が混在しています。 

そこで、「非化石証書」を購入すると再エネ調達目標の達成に使え

る仕組みを経済産業省が導入しています。非化石証書は、再エネ発電

の「CO2が発生しない環境価値」を電力とは別に証書として発行した

ものです。 

非化石証書の発行や購入の仕組みのロールプレイの後、参加者からの質問に対して、次のように事務局

の説明がありました。 

〇実質再エネについて： 

・実質再エネの料金は一般的な東京電力の料金より安いと言われている。 

・FIT非化石証書の実質再エネの収入は、再エネ賦課金を下げる効果があるとされている。 

・非化石証書の購入費用は上乗せになるが、全体の電気代を低く抑えられる場合もある。例えば昼間の安

価な電力と非化石証書を組み合わせるといった方法がある。電気も証書も価格は市場で決まる。 

・今後は実質再エネを市内の小中学校、公民館・図書館、ひかりプラザにも導入する予定となっている。 

・非化石証書は市場で余っている状況である。再エネ電気についての仕組み等があまり知られていない

ことが、再エネ電気が広まらない原因と捉えているので、消費者にとって、理解できるような情報発信

が有効だと考えている。 

〇再エネについて： 

・最近は太陽光発電が普及し、昼間の電気の積極的な利用が推奨されるように変わってきている。以前の

昼間の節電が推奨された頃とは、真逆の状態である。 

・太陽光発電が抑制される発電事業のリスク、FITの買取価格下落、そして再エネ発電の割合が全体の

20%程度で未だ不十分と、普及の問題が指摘される一方で、普及と共に電気代に含まれる FITの再エ

ネ賦課金が高くなる悩ましい問題があります。 

再エネの普及に貢献する最新の仕組みの良さや課題などは、今後も理解を深め、広めていく必要があり

ます。 

  

（あとがき） 

気候変動の専門家である江守正多さんは昨年度に

開催された国分寺市環境シンポジウムで、社会システ

ムの変換の重要性を指摘されました。次回のひろば

は、市民ひとりひとりが再エネ等について考え、どの

ように「変える」とどのように良くなるかについて聞

けるのか期待しています。           （神長） 

     （神長） 

環境ひろばのお知らせ 

７月13日（日）午前10時～正午 市役所 会議室201（泉町２-２-18） 

『環境ひろば』は、環境（保全、回復、創造）について市民・事業者・市が自由に意見交換を行う場です。皆

さんのご参加をお待ちしています。 

 

実質再エネを導入している新庁舎 

【フリートーク：実質再エネ電力を知ろう！】 

 

 

 


